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概要： 同一の物体でも見る角度によって好ましさは変化する。これは，物体の親しみやすさに起因すると考え

られている。先行研究では主に水平方向の角度の変化を扱っていた。本実験は，新たに俯角を操作することで物

体の好ましさがどのように変容するのかを検討した。実験の結果，いずれの物体（カップ・ペン・靴）も角度操

作にともなって親しみやすさや好ましさが変化し，その両者が相関することが明らかになった。本研究の結果は，

物体の好ましさ印象には，その物体を見る際の角度とその親しみやすさが関与しうることを示唆する。また，探

索的研究により使用デバイス（スマートデバイス群・PC 群）により親しみやすさや好ましさが変化する可能性も

示唆された。 
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1. はじめに 

 我々はある物体を視認した時，その物体に対し

て「好ましさ（好意度）」や「親しみやすさ（親

近感）」などの印象を抱く。物体の好意度は，3/4 

ビュー（物体の正面を斜め横から見た角度）をは

じめとする，より多数の物体表面を捉えることの

できる角度から観察することで，良くなることが

わかっている（Blantz, Tarr, Bülthoff & Thomas, 

1999）。好意度が角度によって変化する理由につ

いては，親近感の観点から説明できる。物体の 

3/4 ビューは日常でよく目にする角度に近いと

されている（Niimi & Yokosawa, 2009）。そのため，

日々の生活の中で親近感が高まり，好印象につな

がっているのではないかと考えられている 

 従来の研究では，主に水平角の変化がもたらす

好意度の変化が検討されてきた。本研究では，物

体の好意度に与える観察俯角の影響を検討した。 

2. 方法  

参加者 本研究では 3 種類の物体（カップ，ペン，

靴）を用いており，それぞれの物体ごとに募集し，

実験を行った。3 種合計で 342名が本実験に参加

した（女性 103 名，性別未回答 3 名，平均年齢

45.02 歳，標準偏差 ＝ 1.62）。 

刺激 インターネット上で収集した無償利用可

能な 3D モデルを用いた。各物体モデルは 3 通り

の水平方向条件（正面・右 45°・左 45°）と，俯

角を 45°区切りにした 8 通りの俯角方向条件（正

面・正面上 45°・真上・正面下 45°・真下・真裏・

裏上 45°・裏下 45°）を掛け合わせた 24 枚の画像

が物体ごとに生成された。実際に使用した実験画

像を図に示す。 

手続き 実験は，Google フォーム上で行われた。

まず，各画像に対する親近感および好意度を 7

段階で回答することが求められた（1：まったく

親しみやすくない/まったく好ましくない，7：非

常に親しみやすい/非常に好ましい）。この 2 項目

の質問順序は参加者間でランダムであった。なお，

各質問項目内の 24 枚の画像もそれぞれランダム

な順に呈示された。 

その他に，探索的検討のために，自身の利き手

（右利き・左利き・両利き），回答に使用したデ

バイス（スマートフォン・タブレット・ノート

PC・デスクトップ PC）に関する回答を求めた。 

3. 結果 

3.1. カップ実験 

 全角度における好意度と親近感の相関分析を

行ったところ，有意な正の相関が認められた（r 

= .784, p < .001）。また，好意度に関する分散分析

図. カップ実験における使用画像 
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の結果，水平角（F(2,204) = 53.403, p < .001, ηp
2 

= .398），俯角（F(7,714) = 95.107, p < .001, ηp
2 

= .483）ともに主効果は有意であった。Shaffer 法

による多重比較を行った結果，俯角正面下 45°

条件以外で，水平角正面条件が水平角左右条件よ

り有意に高くなった。また，いずれの水平角条件

で，俯角正面上 45°条件が俯角正面条件より有意

に高かった。水平角正面・右 45°条件で，俯角正

面下 45°条件が俯角正面条件より有意に低くなっ

た。 

3.2. ペン実験 

 全角度における好意度と親近感の相関分析を

行ったところ，有意な正の相関が認められた（r 

＝ .823, p < .001）。また，好意度に関する分散分

析の結果，俯角のみ主効果は有意であった

（F(7,707) = 92.974, p < .001, ηp
2 = .479）。俯角要因

に対してのみ，Shaffer 法による多重比較を行っ

た。その結果，正面条件は正面上 45°条件より有

意に高くなった（t(101) = 4.227, adj. p = .001, 

Cohen’s dz = 0.242）。 

3.3. 靴実験 

 全角度における好意度と親近感の相関分析を

行ったところ，有意な正の相関が認められた（r 

＝ .844, p < .001）。また，好意度に関する分散分

析の結果，水平角（F(2,250) = 11.869, p < .001, ηp
2 

= .087），俯角（F(7,875) = 88.051, p < .001, ηp
2 

= .413）ともに主効果は有意であった。Shaffer 法

による多重比較を行った結果，俯角正面上 45°条

件で，水平角左右条件が水平角正面条件より有意

に高くなった。しかし，俯角正面条件において，

いずれの水平角条件間に有意差はみられなかっ

た。また，水平角左 45°条件で，俯角正面上 45°

条件が俯角正面条件より有意に高くなった。 

3.4. その他の探索的な研究 

 使用デバイスによって生じる評価の差異につ

いて分析を行った。上記の分散分析によって水平

角・俯角ともに主効果が有意であった，カップ及

び靴の回答のみを分析対象にした。PC 群（デス

クトップ PC・ノート PC）とスマートデバイス群

（スマートフォン・タブレット）に分けて分析を

行った。すべての群において，相関分析の結果，

好意度と親近感に有意な相関がみられた（rs 

> .769, ps < .001）。また，デバイス間における好

意度・親近感について，t 検定を行った結果，カ

ップ群の好意度以外において，スマートデバイス

群の評価が有意に高くなった（カップ−好意度：

t(101) = 1.952, p = 0.054, Cohen’s d = 0.395; それ

以外：ts > 2.039, ps < .05, Cohen’s ds > 0.412）。 

4. 考察 

 本研究では，物体の好意度に与える観察角度の

影響を検討した。結果として，好意度と親近感が

有意に相関していることが明らかになった。この

知見は物体好意度と親近感が関連していること

を示唆している。 

 さらに，観察俯角の操作が与える物体好意度へ

のユニークな効果も見られた。具体的には，カッ

プ・靴を対象とした場合，俯角正面上 45°の好意

度は高くなりうることがわかった。これらの結果

は 3/4 ビューと同様に，より多数の物体表面が見

られる角度であるからと考えられる。俯角上 45°

は，観察可能な物体表面の数が多くなるため好意

度が高まったと考えられる。しかしながら，俯角

正面下 45°の好意度はカップ・靴ともに俯角正

面条件より低くなった。この理由については，日

常的にカップや靴を俯角正面下 45°のような角

度から見ることが少なく親近感が低いことが考

えられる。 

 また，本実験では回答デバイスの影響について

も検討した。結果として，カップ・靴においてス

マートデバイス群が PC群より親近感が高くなり，

特に靴では好感度も高くなった。この点について

は，探索的検討であるため結論は下すことはでき

ない。ただし，PC とスマートデバイス間では，

画面の大きさや視点の高さなども高くなるなど，

いくつかの相違点が存在して射る。今後，この効

果の頑健性を確認するとともに，これらの要因に

ついてダイレクトに検討することで機序が明ら

かになると思われる。 
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